
令和５年度『実用国語』シラバス 

県立泊高等学校定時制（夜間部） 

目標 
 日常で使われている基礎的な漢字、ことば、成語などを学習することにより、国語の

基礎力をつけるとともに言語生活を豊かにし、国語に対する関心を持たせる。 

内容 

１．漢字検定３〜５級を中心とする基本的な漢字の学習。 

２．漢字検定３〜５級を中心とする同訓異字、同音異義、四字熟語の学習。 

３．漢字検定３〜５級を中心とすることわざ、慣用句の学習。 

４．履歴書、新聞の要約、手紙等の実用的な国語力の養成。 

配慮事項 

１．基本的・基礎的な事項を飽きることなく定着させることができるように楽しい教材

づくりに配慮する。 

２．生徒が取り組み易いようなプリントを作成し、各自のペースにあわせた学習ができ

るようにする。 

３．実社会に即座に役立つよう教材に留意する。 

 

学
期 

月 指導内容 配当時数 備考 

前 
 

 
 

 

期 

4 漢字の読み書き、音読み、訓読み⑴ 6  

5 対義語、類義語、同音・同訓異義語⑴ ７  

6 ことわざ・慣用句⑴ 8  

7 熟語の構成、四字熟語の理解⑴ 6  

9 新聞や資料などの文章の読解、履歴書の作成（１） ７  

後 
 

 
 

 

期 

10 漢字の読み書き、音読み、訓読み⑵ 8  

11 対義語、類義語、同音・同訓異義語⑵ 8  

12 ことわざ・慣用句⑵ 6  

1 熟語の構成、四字熟語の理解⑵ 6  

2 

３ 
新聞や資料などの文章の読解、履歴者の作成⑵ ８  

  合計 7０  

 

 


